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R4 全国学力学習状況調査 児童生徒質問紙から（岐阜県）



「理科の授業は大切である」…９２％

「学習したことを普段の生活で活用できる」…６４％

・理科と関連した生活経験の乏しさ
・学んだことの表現の難しさ





岐阜県小学校理科研究部会
【目指すべき理科学習指導の方向】より

○理科の見方・考え方を働かせる

○質の高い問題解決を図る

・科学的な問題解決

・より妥当な考えの追究

・仲間との合意形成

・日常への適応，発展

○できるようになったことの自覚





「理科の学習が生活と結びつくと思うか」（アンケート）



「理科の授業内容はよく分かるか」（アンケート）



「理科の学習が生活と結びつくと思うか」（児童の振り返り）

てこのはたらき
・てこの原理を生かして道具を正しく使っていきたい。

電気と私たちのくらし
・豆電球とLEDの消費電力の差⇒電気代の節約
・太陽光発電システムの充実⇒環境にやさしい発電方法



【研究主題】

学んだこと・理解したことを活用して

日常生活の事象について思考し、

理科の学びを実感できる子どもの育成



【研究仮説】

学んだことを日常生活と結び付ける営みと、

理科的な見方・考え方を基にした対話的な

活動を行えば、学習内容と日常生活を関連

付けて思考し、理科の学びを実感できる児

童に育つだろう。



【研究内容】

１ 学習内容と日常生活を結び付ける工夫

２ 学習内容の定着や見方・考え方を

深めるための対話的な活動の工夫

３ 学習内容の定着と見方・考え方の

深まりを確かめる場の設定



【具体的な実践】

６年生 「てこのはたらき」

・日常生活との関連を感じやすい。

・道具の利便性を実感できる。



研究内容１ 学習内容と日常生活を結び付ける工夫

（１）単元や授業の導入時の教材の工夫



研究内容２ 学習内容の定着や見方・考え方を深めるための
対話的な活動の工夫

（１）ICTの効果的な活用 （カメラ機能）

関係的な見方が働きやすい



研究内容２ 学習内容の定着や見方・考え方を深めるための
対話的な活動の工夫

（１）ICTの効果的な活用 （スプレッドシート）

量的な見方が働きやすい



研究内容２ 学習内容の定着や見方・考え方を深めるための
対話的な活動の工夫

（２）ワークシートを利用した論理構成の援助

活発な意見交流、議論の発展



研究内容３ 学習内容の定着と見方・考え方の深まりを
確かめる場の設定

（１）学習内容を活用した終末活動の工夫



【成果】

○学習内容と日常生活のつながりを感じる児童の増加

６４％⇒９６％
○表現技能の向上

○量的・関係的な見方を働かせた事象の捉え

○理科の学びを実感できる児童の増加

９２％⇒１００％



【課題】

●児童のつまずきを分析、その後指導計画の見直し
（指導と評価の一体化）

●発言に隠れた児童の見方・考え方を敏感に捉える



ご清聴ありがとうございました


